
各校区（地区）社協で 

    総会が開催されました。 
 

4月から 5月にかけて、各校区（地区）社会

福祉協議会の総会が開催されました。 

それぞれに重点目標を設定し、目標達成に向

けた今年度の地域福祉活動がスタートします。 

私たち佐賀市社協も、地域と一緒に地域福祉

活動に取り組んでいきたいと思っています。 

 
 
 
 
 

民生委員児童委員の気づきから市社協

につながったケース 
相談実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 3月～4月 校区 

■新規相談件数 １７件 件 

病気や健康・障がい１件、住まい２

件、収入・生活費８件、税金や公共

料金の支払い１件、債務１件、介護

１件、食べ物１件、その他２件 

 

■延べ相談件数 ３５８件 件 

○訪問・面接 １０４件 件 

○物資支援 ８件 件 

○同行支援 ２１件 件 

■地域支援延べ件数 ７４５件 件 

社会福祉法人 

佐賀市社会福祉協議会 

Tel: 0952-36-9616 
（代表番号：0952-32-6670） 

E-mail:  chiiki@scshakyou.jp 
相談時間：8:30～17:00（土日･祝日・年末年始を除く） 
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佐賀市社協は 

全世代・世帯単位の 
困りごとを一緒に考えます 

 
どこに相談してよいかわからない 

お困りごと･･･まずはご相談ください。 

相談経緯：民生委員児童委員 → 佐賀市社協 

対象者：４０代女性、単身世帯 

＜民生委員児童委員の気づき＞ 

◆   働いている様子もなく、いつも自宅で過ごして 

◆  いるようで、気になっている。 

◆  

◆ ＜初回訪問＞ 民生委員児童委員と自宅を訪問。 

◆  ・両親は他界しており、兄弟もいない。 

◆  ・自宅は持ち家。 

◆  ・親が残してくれた預貯金で生活してきたが、 

◆   お金が底をつき、生活に困っている。 

◆  ・精神疾患があり、仕事をしていない。 

◆  ・かかりつけ医に滞納があり、受診を躊躇して 

◆   いる。 

◆  

◆ ＜支援内容＞ 

①継続的な支援を受けることに消極的だったの 

で、関係づくりのために訪問を繰り返した。 

②生活費確保のため、生活保護の申請に同行。 

③かかりつけ医との受診に向けた調整を行った。 

 

＜現在の状況＞ 

・生活保護受給となり、生活費の確保ができた。 

・定期的に訪問し、本人の状況を確認している。 

・民生委員児童委員とも情報共有し、引き続き、 

日常生活における見守りをお願いしている。 

 

事例 


